
実施状況 事 業 内 容 等

 一部
実施中

１　外部委託による縄文体験プログラムの実施
　　「考古学者のお仕事体験＆縄文あそびコーナー」
　　（模擬発掘調査体験、土偶ペーパークラフト）
　　実 施 日　通年　土曜日・日曜日・祝日　合計１１５日
　　参 加 者　６,７０７人（２月末まで 計１０４日）

２　集客イベント（まつり）等
（１）縄文春まつり
　　実 施 日　平成３０年５月５日（土）・６日（日）
　　参 加 者　１０,０００人
（２）縄文秋まつり
　　実 施 日　平成３０年１１月３日（土）・４日（日）
　　参 加 者　　７,０００人
（３）ナイトミュージアム
　　実 施 日　平成３０年１２月１日（土）
　　参加者　　　１,５００人

 加曽利貝塚グランドデザイン策定 実施済

 史跡整備基本計画策定 実施済

 史跡整備  収蔵庫解体 実施済

第１収蔵庫・第３収蔵庫を解体・撤去した。
跡地は体験スペースとして活用する。
　工事期間　平成３０年９月１９日（水）
　　　　　　　　　　　～平成３１年１月１６日（水）

 史跡境界確定 未実施

今後の史跡指定地の管理と整備のため、隣地との境界を策定
させる。平成２９年度に一部実施済み。
平成３０年度は実施を見送り、平成３１年度に残る東側部分を
完了させる。

 博物館移転先用地
 測量・地盤調査

未実施

基本計画策定後に実施する。平成３１年度に基本計画を策定
するとともに、隣接地との境界確定を実施し、移転用地の範囲
を確定する。

 交通影響調査
 事前準備

実施中

グランドデザインの検討の中で、整備に併せて周辺道路の交
通計画を検討する必要性が指摘されたことを受け、検討に必
要となる周辺の交通状況の現状把握と課題の整理を行った。
　委託期間　平成３１年３月７日（木）～３月２９日（金）

 加曽利貝塚の魅力向上
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資料１にて別途報告
　策定日　平成３１年２月８日（金）
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実施状況 事 業 内 容 等

加曽利貝塚
 発掘調査

発掘調査 実施済

平成２９年度に続き、縄文時代晩期の竪穴住居跡の調査等を
実施した。
　調査期間　平成３０年８月７日（火）～１１月２４日（日）
　調査機関　千葉市埋蔵文化財調査センター
　調査面積　７００㎡（２５ｍ×２８ｍ）
　調査地点　南貝塚北東部
　　　　　　　　（平成２９年度調査範囲の継続調査）

整理・調査・研究 実施中

平成３０年度発掘調査成果の基礎整理作業を行い、成果の一
部を遺跡発表会で報告するとともに、加曽利貝塚博物館での
速報展示に展示する資料の抽出を行った。
　実施期間　平成３０年１２月～平成３１年３月
　実施内容　遺物水洗・注記・分類・接合、遺構全体図作成

 現地見学会 実施済

発掘調査現場を公開し、調査担当職員による説明、出土資料
の展示を行った。
　開催日　平成３０年１１月２４日(土)
　参加者　５５０人

 千葉市遺跡発表会
 での成果速報

実施済

市内の発掘調査成果と併せ、加曽利貝塚の発掘調査、地中
レーダー探査及び微地形測量、グランドデザインについて報
告した。
　開 催 日　平成３１年２月１６日(土)
　開催場所 千葉市生涯学習センター
　参 加 者　４００人

 縄文貝塚研
究

 中長期的な
 調査研究の策定

実施中

平成３０年度第３回加曽利貝塚調査研究部会で事務局の示し
た発掘調査計画案を検討した。
平成３１年度に事務局案を取りまとめた上、加曽利貝塚調査研
究部会での検討を経て、当委員会に計画案を諮る。

 地中レーダー探査 実施済

中長期的な発掘調査計画を策定するための基礎データの収
集を目的に委託して実施した。
　調査期間　平成３０年９月１日（土）
　　　　　　　　　　　　　　　　　～平成３０年９月１５日（土）
　調査機関　早稲田大学考古学研究室
　調査面積　約８,０００㎡（４０ｍ×４０ｍ×５グリッド）
　調査地点　北貝塚の一部
　　　　　　　（西側I８・I９グリッド、東側L７・L8・L9グリッド）

 縄文土器の
 製作技術に関する
 　　　　　 調査研究

実施済
平成２９年度から引き続き、縄文土器製作技術研究員による加
曽利貝塚出土土器の観察を行い、土器製作技術の分析研究
を進めた。

 貝塚関連資料収集 実施済

金子浩昌氏の所蔵資料について、株式会社玉川文化財研究
所の協力による仕分け・分類作業を経て、平成３１年１月１８日
に埋蔵文化財調査センターへ収納した。今後、資料リストを作
成し、金子氏及び関係者と調整の上、寄贈手続きを行う。
　遺跡出土資料　コンテナ２３６箱
　現生標本資料　コンテナ１０５箱
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実施状況 事 業 内 容 等

 千葉市史跡保存整備委員会 実施済

第１回 開 催 日　平成３０年４月２３日（金）
　　　　 開催場所　千葉市教育委員会 第一会議室
　　　　 参加委員　岡本委員長・谷口委員・竹内委員
　　　　　　　　　　　　・中村委員
　　　　 議　　題　　特別史跡加曽利貝塚
　　　　　　　　　　　 グランドデザイン（案）について 諮問
第２回 開 催 日　平成３０年１２月４日（火）
　　　　 開催場所　千葉市教育委員会 第一会議室
　　　　 参加委員　岡本委員長・青木副委員長・赤坂委員
　　　　　　　　　　　　・竹内委員・中村委員
　　　　 議　　題　　特別史跡加曽利貝塚
　　　　　　　　　　　 グランドデザイン（案）について 答申
第３回 開 催 日　平成３１年３月２２日（金）
　　　　 開催場所　千葉市教育委員会 教育委員会室
　　　　 参加委員　岡本委員長・青木副委員長・赤坂委員
　　　　　　　　　　　　・竹内委員・谷口委員・中村委員
　　　　 議　　題　　グランドデザインに基づく整備について
　　　　　　　　　　　特別史跡加曽利貝塚の調査研究について

 史跡加曽利貝塚調査研究部会 実施済

第１回 開 催 日　平成３０年６月２２日（金）
　　　　 開催場所　千葉市東京事務所
　　　　 参加委員　谷口副部会長・岡本委員・設楽委員
　　　　 議　　題　　平成３０年度発掘調査計画について
第２回 開 催 日　平成３０年１１月１８日（日）
　　　　 開催場所　加曽利貝塚および桜木公民館
　　　　 参加委員　谷口副部会長・岡本委員・設楽委員
　　　　 議　　題　　今後の発掘調査について
第３回 開 催 日　平成３１年３月５日（火）
　　　　 開催場所　千葉市教育委員会 教育委員会室
　　　　 参加委員　谷口副部会長・岡本委員・設楽委員
　　　　 議　　題　　平成３１年度以降の発掘調査計画について

実施済

千葉市美術館と共催し、美術の視点から縄文時代の造形を考
えるシンポジウムを開催した。
　開 催 日　 平成３０年６月３日（日）
　開催場所　千葉市美術館 さや堂ホール
　参 加 者　 １７０人

実施済

遺跡の整備に関わる全国の自治体関係者が集まり、今後の遺
跡の保存・整備・活用を考えるための情報共有を図った。
　開 催 日　 平成３０年１０月１１日(木)・１２日（金）
　開催場所　TKPガーデンシティ千葉
　　　　　　　　　　　　　　　　　（講演・ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ）
　　　　　　　　加曽利貝塚・長柄町長柄横穴墓群
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（現地検討会）
　参 加 者　　１００人

実施済

一般社団法人日本考古学協会と共催し、講演会を開催した。
　開 催 日　　平成３０年１１月１７日（土）
　開催場所　 千葉市生涯学習センター
　参 加 者　　２００人
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 加曽利貝塚特別史跡指定記念
　シンポジウム
　「縄文の美
　　　　-縄文の造形と現代美術-」

  第４３回全国遺跡環境整備会議
  「遺構の露出展示」

 日本考古学協会
 設立７０周年記念講演会
 「特別史跡加曽利貝塚
　の現代的意義
　～調査と保存の歴史に学ぶ～」
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実施状況 事 業 内 容 等

 施設維持管理 実施中 警備・清掃業務委託、草刈業務委託、樹木伐採業務委託等

 加曽利貝塚の魅力向上 実施中 （特別史跡推進事業として報告）

 教育普及事業 実施済

 石器づくり・土器づくり・骨角器づくり・自然観察ワークショップ
 等の講座の開催
 縄文体験講座１０種４０回実施
 ミュージアムトークの実施、縄文春・秋まつり、ナイトミュージア
 ム等のイベントの開催等

 展示事業
 一部

実施中

調査研究の成果に基づき、新たに企画展を開催した。

企画展「あれもＥ これもE －加曽利E式土器（千葉市内編）－」
　展示期間　平成３０年１０月２０日（土）
　　　　　　　　　～平成３１年３月３日（日）
特別史跡加曽利貝塚発掘速報展
　展示期間　平成３１年３月１６日（土）～開催中
　　　　　　　　※平成３１年５月２６日（日）まで

 縄文文化
 調査研究

 研究紀要刊行 実施済

　
『貝塚博物館紀要』第４５号
平成３１年３月下旬刊行（８００部）
≪掲載内容≫
　髙梨俊夫　環状貝塚論-周堤状貝塚の成立と歴史的評価-
　菅谷通保　加曽利Ｂ式の覚書
　石井克枝　加曽利貝塚で多く出土するイボキサゴのうま味
　　　　　　　　成分や機能性成分に関する研究
　上本進二　千葉市加曽利貝塚の砂層粒土分析
　　　　　　　　（２０１７年度調査）
　木口裕史　加曽利貝塚と坂月川と縄文の海
　　　　　　　　-海水はどこまで流入したか？-
　佐藤　洋　 加曽利Ｅ式土器資料集成研究①（千葉市内編）

 加曽利Ｅ式土器
 の集成

実施済

加曽利Ｅ式土器の集成と研究を博物館の研究テーマとして位
置付け、今年度は千葉市内出土の加曽利Ｅ式土器の集成を
行った。その成果に基づき、企画展を開催した。
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